
平成™œ年›月˜日 月曜日 (号外第�—号)官 報

（
報
告
書
の
記
載
事
項
）

第
三
十
八
条

法
第
二
十
七
条
の
公
告
を
行
っ
た
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
報
告
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）、

対
象
埋
立
て
又
は
干
拓
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模
、
対
象
埋
立
て
又
は
干
拓
事
業
が
実
施
さ
れ
た
区
域
の
位

置
そ
の
他
の
対
象
埋
立
て
又
は
干
拓
事
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

二

環
境
保
全
措
置
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）の
実
施
の
内
容
、
効
果
及
び
そ
の
不
確
実
性
の
程
度

三

事
後
調
査
の
項
目
、
手
法
及
び
結
果

四

前
号
の
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
環
境
の
状
況
に
応
じ
て
講
ず
る
環
境
保
全
措
置
の
実
施
の
内
容
、
効
果
及
び
そ

の
不
確
実
性
の
程
度

五

専
門
家
の
助
言
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
助
言
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
の
専
門
分
野
並
び
に
可
能
な
場
合

に
は
、
当
該
専
門
家
の
所
属
機
関
の
種
別

六

報
告
書
作
成
後
に
環
境
保
全
措
置
又
は
事
後
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
の
内
容
等
又
は
そ
の
結
果
等

を
公
表
す
る
旨

２

法
第
二
十
七
条
の
公
告
を
行
っ
た
事
業
者
は
、
対
象
埋
立
て
又
は
干
拓
事
業
を
他
の
者
に
引
き
継
い
だ
場
合
又
は

当
該
事
業
者
と
竣
功
後
の
管
理
者
が
異
な
る
場
合
等
に
お
い
て
、
当
該
者
と
の
協
力
又
は
当
該
者
へ
の
要
請
等
の
方

法
及
び
内
容
を
、
報
告
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
一
中「（
第
六
条
関
係
）」を「（
第
二
十
一
条
関
係
）」に
改
め
る
。

別
表
第
二
中「（
第
八
条
関
係
）」を「（
第
二
十
三
条
関
係
）」に
改
め
る
。

別
記
様
式
中「（
第
一
条
関
係
）」を「（
第
十
五
条
関
係
）」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
六
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
手
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
）」に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
当
該
専
門
家
等
の
所
属
機
関
の
種
別
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
評
価
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
四
条

第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
予
測
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
八
条
」
を

「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
項
」
を
「
次
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
八
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
対
象
鉄
道
建
設
等
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
予
測

の
手
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中「
第
一
種
鉄
道
建
設
等
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」

と
あ
る
の
は
「
事
業
者
」
と
、「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
予
測
の

前
提
と
な
る
条
件
そ
の
他
の
」
と
あ
る
の
は
「
予
測
の
前
提
と
な
る
条
件
、
予
測
で
用
い
た
原
単
位
及
び
係
数
そ

の
他
の
」
と
、「
選
定
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
選
定
項
目
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
種
鉄
道
建
設
等
事
業
に
」

と
あ
る
の
は
「
対
象
鉄
道
建
設
等
事
業
に
」
と
、「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
予
測
の
不
確
実
性
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
予
測
の
前
提
条
件
を
変
化
さ

せ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
予
測
の
結
果
の
ば
ら
つ
き
の
程
度
に
よ
り
把
握
す
る
も
の
と
す
る
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

第
十
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を「（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
に
係
る
調
査
の
手
法
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
三
号
中「
以
下
」

を
「
次
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
第
四
項
、
次
条
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
七
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
対
象
鉄
道
建
設
等
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査

の
手
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

四
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、「
選
定
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
選
定
項
目
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
第
一

種
鉄
道
建
設
等
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
者
」
と
、「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
現
地
調
査
及
び
踏
査
等
を
行
う
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
調
査
の
手
法
を

選
定
す
る
に
当
た
っ
て
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
文
献
名
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
出
自
等
」
と
あ
る
の
は
「
文
献

名
、
当
該
情
報
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ
た
調
査
の
前
提
条
件
、
調
査
地
域
の
設
定
の
根
拠
、
調
査
の
日
時
そ
の
他

の
当
該
情
報
の
出
自
及
び
そ
の
妥
当
性
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
八
号

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉄
道
の
建
設
及
び
改
良
の
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た

め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

鉄
道
の
建
設
及
び
改
良
の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評

価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等

を
定
め
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
鉄
道
の
建
設
及
び
改
良
の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価

を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め

る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

鉄
道
の
建
設
及
び
改
良
の
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び

評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を

定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
を
第
三
十
五
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
、「
第
五
条
第
三
項
第
二
号
」
を「
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
」

に
、「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
を「
第
五
条
第
一
項
第
七
号
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第
五
項
並
び
に
第
十
条
第
四
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
第
四
項
並
び
に
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
八
条

第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
、「
第
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
四
項
」
に
、「
第
十
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
五

条
第
四
項
」
に
、「
第
十
一
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
十
四
条
」
を

「
、
第
二
十
九
条
」
に
、「
第
十
五
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
、「
第
十
六
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

必
要
に
応
じ
専
門
家
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
客
観
的
か
つ
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き

選
定
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

事
業
者
は
、
事
後
調
査
の
終
了
並
び
に
事
後
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
環
境
保
全
措
置
の
実
施
及
び
終
了
の
判

断
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
客
観
的
か
つ
科
学
的
な

検
討
を
行
う
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

事
業
者
は
、
位
置
等
に
関
す
る
複
数
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
案
ご
と
の
選
定
事
項
に
つ
い
て
の
環
境
影
響
の
比
較
を

行
っ
た
と
き
は
、
当
該
位
置
等
に
関
す
る
複
数
案
か
ら
第
一
種
鉄
道
建
設
等
事
業
に
係
る
位
置
等
を
決
定
す
る
過

程
で
ど
の
よ
う
に
環
境
影
響
が
回
避
さ
れ
、
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
の
内
容
を
明
ら
か
に
で

き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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